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同窓会HP
「QRコード」

筑 紫 丘
高 等 学 校
同 窓 会
公式LINE
アカウント
　このたび、同窓会の
活動をより多くの世代
に届けるために広報委
員会の尽力により、筑
紫丘高校同窓会公式
LINEアカウントが開
設されました。
　不定期配信ではあり
ますが、同窓会からの
お知らせを皆さまのお
手元にお届けします。
　ぜひQRコードから
登録をお願いいたしま
す。

大学等合格者数
（　）内は現役　令和6年4月4日現在

種別 大学名 令和６年 令和５年 令和４年

国
立
大
学

九 州 大 112（90） 103（77） 103（77）
佐 賀 大 26（24） 34（27） 27（22）
九 州 工 大 16（14） 19（17） 22（18）
熊 本 大 21（16） 14（11） 18（13）
京 都 大 14（6） 11（8） 3（2）
大 阪 大 16（8） 11（6） 24（16）
長 崎 大 11（9） 7（5） 16（11）
神 戸 大 4（3） 6（4） 4（1）
福 岡 教 育 大 2（1） 5（4） 7（7）
山 口 大 4（1） 5（3） 6（4）
千 葉 大 1（0） 5（3） 4（2）
横 浜 国 立 大 1（0） 5（2） 1（1）
東 京 大 10（4） 4（3） 3（2）
東 京 工 業 大 2（2） 4（3） 2（1）
東 京 外 大 4（2） 4（3） 3（3）
北 海 道 大 1（0） 4（1） 6（5）

公
立
大
学

福 岡 女 子 大 10（10） 15（15） 15（15）
北 九 州 市 立 大 3（2） 4（3） 8（6）
国公立大学合計 321（240） 321（227） 293（213）

私
立
大
学

福 岡 大 158（125） 190（148） 141（84）
西 南 学 院 大 181（165） 138（119） 171（144）
立 命 館 大 127（88） 74（51） 134（61）
同 志 社 大 67（35） 35（22） 64（35）
関 西 学 院 大 29（27） 29（22） 19（8）
明 治 大 38（25） 18（11） 22（16）
早 稲 田 大 25（12） 18（11） 20（13）
法 政 大 19（8） 18（8） 19（8）
東 京 理 大 24（8） 12（3） 23（7）
立 教 大 14（11） 11（6） 5（3）
中 央 大 15（12） 10（6） 14（4）
青 山 学 院 大 7（4） 9（5） 2（1）
近 畿 大 17（4） 9（4） 25（15）
中 村 学 園 大 6（5） 7（7） 5（5）
国際医療福祉大 7（4） 6（5） 17（8）
関 西 大 20（12） 6（5） 31（16）
慶 応 義 塾 大 16（6） 5（3） 7（3）
京 都 女 子 大 5（2）
東 洋 大 5（2）
武 蔵 野 美 大 9（9） 4（4）
久 留 米 大 6（6） 4（2）
九 州 産 大 5（5） 4（2）
日 本 大 4（1）
芝 浦 工 大 1（0） 4（1）
私立大学合計 862（623） 689（485） 832（483）

大学校・短大・専門学校等 14（10） 16（15） 14（10）
総　計 1197（873） 1,005（718） 1,167（720）

※合格者数３人以下は省略

　第76回卒業証書授与式が令和６年
３月１日に行われ、421人の生徒が母
校・筑紫丘から新たな世界へ飛び出
していきました。今回はコロナ禍明
けで、規模や来場者などの制限がほ

とんどない、コロナ禍前とほぼ同じ
形で実施することができました。講
堂２階席からあふれんばかりの保護
者の方々が見守る中、76回生一人ひ
とりが自信に満ちた声で返事をし、

筑高生として
最後となる校
歌斉唱も朗々
と歌い上げま
した。最後、
晴れやかな笑
顔の生徒、涙
を浮かべる生
徒など、様々
な表情を示し
ながら堂々と
講堂を退場し
ていきました。
　一方、令和
６年度入学式
は４月９日に

行われ、新筑高生となる79回生440人
が飛び込んできました。今年は満開
の桜が散る時期と重なって、桜の花
びらが多数舞う中での入学式となり、
近年にない興趣深い式典となりまし
た。入学式も卒業式と同様に制限が
ほとんどない中で、初々しく、あど
けなさが残る新入生が入場し、厳粛
ながらも華やかな雰囲気の中、立派
に式典を挙行することができました。
新入生全員の呼名も行われ、例年以
上に講堂中に響き渡るほどの大きく、
元気のある返事をする新入生が多く
いました。

一ノ瀬泰宏教諭（高36）

「
難
関
国
立
10
大
学
」に
好
結

果
、生
徒
諸
君
の
成
長
実
感

令
和
６
年
度
入
試
総
括

同
窓
生
４
万
人
の
力
結
集
を

原
田
ゆ
み
子（
高
20
）

令
和
６
年
度
の
大
学
・
専
門
学

校
等
の
入
学
試
験
が
終
わ
り
ま
し

た
。
76
回
生
を
主
体
と
す
る
本
校

卒
業
生（
既
卒
生
を
含
め
て
）は
、

高
い
志
を
も
っ
て
最
後
ま
で
粘
り

強
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
九
州
大
学
を
は
じ
め
と

す
る
「
難
関
国
立
10
大
学
」
の
合

格
者
は
計
１
６
３
名
に
上
る
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
、
生
徒
諸
君
の

成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
現
役
受
験
生
の
高
校

引
き
続
き
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
７
年
の
創
立
１
０
０
周
年

に
向
け
て
、
役
員
一
同
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

生
活
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
大
き

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
第
１
学

年
次
の
学
校
行
事
の
多
く
は
代
替

行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
学
年
と
な
っ
た
令
和
５
年
度

で
は
、
全
て
の
学
校
行
事
で
入
場

制
限
等
は
せ
ず
、
元
の
形
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
、
今

年
度
で
４
度
目
と
な
り
ま
し
た
。

出
題
傾
向
が
比
較
的
安
定
し
て
お

り
、
対
策
等
も
立
て
易
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
思
考
力
や
判
断
力
が
問

す
。桜

咲
く
中
、
４
４
０
名
の
新
入

生
が
入
学
し
ま
し
た
。
世
界
で
活

躍
で
き
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
精

進
し
た
い
と
の
言
葉
に
、
生
徒
た

ち
の
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整

備
を
応
援
し
な
け
れ
ば
と
の
思
い

を
改
め
て
強
く
し
た
と
こ
ろ
で

す
。卒

業
生
も
今
年
４
万
人
を
超
え

ま
し
た
。
１
０
０
周
年
記
念
事
業

の
募
金
活
動
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
募
金
推
進
委
員
長
に
は
、

わ
れ
る
難
易
度
の
高
い
問
題
の
出

題
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
多
く
の

教
科
・
科
目
及
び
合
計
得
点
の
平

均
は
軒
並
み
上
昇
し
ま
し
た
。

別
表
に
あ
る
通
り
、
こ
う
し
た

輝
か
し
い
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
も
、
様
々
な
学
校

行
事
を
通
し
て
生
徒
諸
君
が
目
覚

ま
し
く
成
長
を
遂
げ
、
さ
ら
に
生

き
方
を
見
つ
め
考
え
抜
い
た
こ
と

が
活
か
さ
れ
た
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
高
い

志
」
に
応
え
、
全
力
で
支
援
・
指

導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
進
路
指
導
部
）

（
難
関
国
立
10
大
学
＝
北
海
道
大
、

東
北
大
、
東
京
大
、
名
古
屋
大
、
京

都
大
、
大
阪
大
、
九
州
大
、
東
京
工

業
大
、
一
橋
大
、
神
戸
大
）

28
回
生
の
道
永
幸
典
さ
ん
に
ご
就

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

母
校
の
発
展
と
生
徒
た
ち
の

将
来
へ
の
夢
を
応
援
す
る
た
め
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
の
森
田
一
義
会
長
、
道
永

幸
典
募
金
推
進
委
員
長
の
も
と
、

同
窓
生
み
ん
な
の
力
を
結
集
し
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

卒業式・入学式 コロナ禍前と同じ形で

教職員らの拍手の中、退場する卒業生
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唯
一
無
二
の
グ
ッ
ズ
、
完
成
で
す

八
谷
陽
一
郎
（
高
47
）

令
和
6
年
度
首
都
圏・福
岡
総
会
物
販
リ
ー
ダ
ー

毎
年
、
幹
事
学
年
が
企
画
・
製

作
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
同
窓

会
グ
ッ
ズ
。
今
年
も
充
実
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
で
完
成
し
ま
し
た
。
二

つ
紹
介
し
ま
す
。
一
番
の
お
薦
め

は
「
ガ
オ
カ
ン
」
＝
写
真
①
＝
で

す
。
そ
う
で

す
、缶
で
す
。

日
本
で
も
筑

紫
丘
高
校
に

し
か
な
い
唯

一
無
二
の
校

理
事

白
石

克
明（
高
２９
）

２
年
ほ
ど
前
か
ら
同
窓
会
報
づ

く
り
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
び
、
さ
ら
に
縁
あ
っ
て
、
理

事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周

年
を
前
に
し
て
、
同
窓
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
大
き
く
、
課
題
も

山
積
と
思
い
ま
す
。

ふ
と
気
が
付
け
ば
、
わ
が
国
は

衰
退
の
途
上
に
あ
り
、
日
本
復
活

の
た
め
に
は
、
や
は
り
「
心
の
教

育
」
し
か
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。
及
ば
ず
な
が
ら
〝
日
本
再
創

造
〟
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
覚
悟
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ん
し
ゃ
っ
た
と
は
、
養
父
規
幸
関

西
支
部
長（
高
24
）。さ
す
が
や
ね
。

短
編
な
が
ら
、
楽
し
ま
せ
て
も
ろ

う
た
。
ま
た
よ
ろ
し
ゅ
う
頼
ん
ど

き
ま
す
ね
。

「全国大会」と「部昇格」が実現
クイズ研究部

　私たちクイズ研究部は、昨年度、チー
ム戦の大会である「EQIDEN2024」
で1stRoundを突破しました。そして、
「AQL2023九州リーグ・ジュニアの部」
では優勝を果たし、３年ぶりに全国大
会に出場しました。
　また、これまで約10年間「同好会」
として活動していましたが、今年度、つ
いに「部」への昇格を果たしました。
これからも学校行事に積極的に参加し、
皆様を楽しませる部活でありたいと思っ
ています。今後も全国大会出場・優勝
を目指して、日々精進していきます。
� （部長　伊東大輔　２年）

が
、
引
き
続
き
、
母
校
と
同
窓
会

の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　
　
　

◇

監
査

中
村

圭
一（
高
45
）

私
た
ち
45
回
生
は
、
お
そ
ら
く

一
番
同
級
生
が
多
い
世
代
（
定
員

が
確
か
５
７
６
名
）
で
、
理
数
科

が
な
か
っ
た
最
後
の
学
年
に
な
り

ま
す
。
私
は
も
ち
ろ
ん
、
弟
も
筑

紫
丘
卒
で
す
し
、
母
も
事
務
室
で

約
10
年
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
息
子
は
現
役
の
筑
高
生

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
筑
紫
丘
と

特
に
縁
が
深
い
事
情
か
ら
、
同
窓

会
役
員
の
お
話
を
頂
い
た
際
に
、

お
断
り
す
る
理
由
は
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
愛
す
る
母
校
の
お
力
に

な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

��

同
窓
会
役
員
選
考
委
員
に
よ
る
役
員
選

考
が
令
和
６
年
２
月
に
行
わ
れ
た
。
松

下
則
通
理
事
（
高
18
）
の
退
任
、
青
山
崇
徳
理
事
（
高
41
）
の
事
務
局
長
就

任
に
伴
い
、
新
理
事
に
白
石
克
明
理
事
（
高
２９
）、
若
木
隆
自
理
事
（
高
47
）、

監
査
に
中
村
圭
一
理
事
（
高
45
）
が
選
ば
れ
た
。

令和６､７年度��同窓会役員等名簿
職名 卒業回 氏名

会　長 高20回 原田ゆみ子
副会長 定18回 渡邊　達哉

〃 高36回 綾部　純子
〃 高49回 前川　健太

理　事 高28回 中牟田伸二
〃 高29回 白石　克明
〃 高32回 太田由美子
〃 高35回 正木　聖二
〃 高37回 田中　誠一
〃 高45回 世良　洋子
〃 高47回 若木　隆自

監　査 高43回 鮎川　晋一
〃 高45回 中村　圭一

顧　問 高15回 稲員大三郎
〃 高25回 伊藤　徹雄

事務局長 高41回 青山　崇徳
事務局員 高39回 寺田めぐみ

新
任
あ
い
さ
つ

理
事

若
木

隆
自（
高
47
）

こ
の
度
、
４
年
間
務
め
た
監
査

を
退
任
し
、
理
事
へ
転
じ
ま
す
。

監
査
就
任
時
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
始

ま
っ
た
頃
で
、
役
員
会
はwe
b

会
議
シ
ス
テ
ム
を
併
用
し
、
監
査

業
務
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
確
保
す
る
な
ど
、
制
約
の

中
で
の
活
動
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
G
A
O
カ
ー

ド
の
導
入
や
財
団
の
設
立
・
公
益

化
な
ど
、
新
た
な
取
組
み
に
よ
る

同
窓
会
活
動
の
維
持
拡
大
を
見
て

き
ま
し
た
。校
舎
の
改
築
も
進
み
、

教
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
る
中

で
、
同
窓
会
活
動
の
一
層
の
拡
大

が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
1
0
0
周
年
も
迫
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

ご
来
賓
４
名
、支
部
会
員
38
名
、

関
西
以
外
か
ら
の
参
加
10
名
、
計

52
名（
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
４
名
）

と
コ
ロ
ナ
前
の
ほ
ぼ
半
分
の
規
模

や
っ
た
ば
っ
て
ん
、「
そ
げ
な
こ

と
は
関
係
無
か
く
さ
」
っ
ち
ゅ
う

意
気
込
み
で
開
会
し
た
っ
た
い

ね
。富

田
副
校
長
が
、
ご
挨
拶
の
中

で
校
舎
改
築
の
進
捗
状
況
ば
説

明
し
ん
し
ゃ
っ
た
時
は
、
み
ん

な
真
剣
に
耳
ば
傾
け
と
っ
た
も
ん

ね
ー
。
原
田
会
長
が
創
立
１
０
０

周
年
記
念
事
業
の
人
工
芝
設
置

の
こ
と
ば
言
わ
っ
し
ゃ
っ
た
ら
く

さ
、
み
ん
な
、
こ
り
ゃ
ー
寄
付
道

に
邁
進
せ
ん
と
い
か
ん
ば
い
っ

ち
ゅ
う
気
に
な
っ
と
っ
た
っ
ち
ゃ

ん
ね
ー
。

46
回
卒
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

実
現
で
き
た
チ
ッ
コ
ー
セ
イ
売
店

で
は
20
万
円
を
超
え
る
売
り
上
げ

が
あ
っ
た
げ
な
。
関
西
っ
ち
ゅ
ー

た
ら
「
け
ち
か
ー
」
っ
ち
ゅ
う
ご

た
ー
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
ば
っ
て

ん
、
こ
こ
っ
ち
ゅ
う
時
に
は
大
盤

振
る
舞
い
す
る
っ
ち
ゃ
け
ん
ね
。

あ
な
ど
っ
た
ら
い
か
ん
ば
い
。
人

工
芝
へ
の
寄
付
も
期
待
し
て
良
か

よ
。田

中
理
事
が
同
窓
会
年
会
費
の

お
願
い
ば
し
た
ら
、
即
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
役
の
支
部
役
員
が

G
A
O
カ
ー
ド
未
加
入
出
席
者
に

手
取
り
足
取
り
登
録
の
お
手
伝
い

ば
す
る
と
い
う
、
完
ぺ
き
な
チ
ー

ム
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
た
と
は
良

か
っ
た
ば
っ
て
ん
、
恒
例
の
席
替

え
シ
ャ
ッ
フ
ル
ん
時
は
テ
ー
ブ
ル

に
表
示
が
無
か
っ
た
け
ん
大
混
乱

す
る
わ
、
名
物
の
テ
ー
ブ
ル
対
抗

筑
高
ク
イ
ズ
で
は
、
全
５
問
の

テ
ー
ブ
ル
平
均
正
解
率
が
５
割
以

下
と
言
う
難
問
に
加
え
、
M
C
の

ア
ラ
ブ
の
大
富
豪
が
途
中
か
ら
網

タ
イ
ツ
の
バ
ニ
ー
ガ
ー
ル
に
変
身

す
る
わ
、
も
う
ち
ゃ
っ
ち
ゃ
く

ち
ゃ
ら
た
い
。

ば
っ
て
ん
、
筑
高
愛
に
あ
ふ
れ

る
30
歳
か
ら
77
歳
ま
で
の
同
窓
生

が
世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
た
け

ん
良
か
っ
た
ー
っ
て
出
席
し
た
み

な
さ
ん
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
た
と

よ
。こ

れ
や
け
ん
総
会
は
や
め
ら

れ
っ
ち
ゃ
ん
ね
ー
。

…
と
軽
妙
な
博
多
弁
で
し
ゃ
べ

役
員
改
選

事
務
局
長

青
山

崇
徳（
高
41
）

４
年
２
期
の
理
事
を
経
て
、
こ

の
度
事
務
局
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
理
事
在
任
中
は
同
窓
生
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

  

私
は
常
任
幹
事
、
平
成
30
年
度

総
会
実
行
委
員
長
、
理
事
、
そ
し

て
昨
年
７
月
よ
り
理
事
兼
事
務
局

長
代
行
と
し
て
同
窓
会
活
動
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
度
よ
り
事
務
局
長
と
し
て
、
同

窓
会
、
奨
学
財
団
、
そ
し
て
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
を
同
窓
生
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

紡
い
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
多
様
化
複
雑
化
す
る
時
代

の
流
れ
に
対
応
し
な
が
ら
、
筑
高

ら
し
さ
、
ガ
オ
カ
ら
し
さ
を
そ
の

ま
ま
に
同
窓
生
の
皆
さ
ま
が
満
足

い
く
よ
う
な
同
窓
会
運
営
を
め
ざ

し
て
行
き
ま
す
。

  

ぜ
ひ
同
窓
会
事
務
局
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

退
任
あ
い
さ
つ

　
　

松
下

則
通（
高
18
）

20
年
以
上
続
け
て
い
る
同
窓
会

会
報
委
員
会
で
は
、
役
員
就
任
前

ま
で
事
務
局
側
か
ら
同
窓
会
の
動

き
を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
の
作
業

に
終
始
し
た
。

が
、
理
事
就
任
後
は
様
々
な
学

校
行
事
や
同
窓
会
の
動
き
を
身
近

に
感
じ
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
作
業

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
や
生
徒

た
ち
を
支
援
す
る
１
０
０
周
年
記

念
事
業
も
決
定
し
た
今
、
会
報
委

の
編
集
長
に
バ
ト
ン
を
託
し
た
。

自
身
は
会
報
委
員
会
顧
問
と
し

て
、
引
き
続
き｢

筑
高
い
く
じ
ぇ

～｣

― ２
０
２
３
年
10
月
21
日
、

　
　

関
西
支
部
の
総
会
ば
し
た
と
よ
ー

支
部
だ
よ
り

（問題を出し合っている）部活動中の生徒たち

近

況

歌
を
、缶
の
ふ
た
に
プ
リ
ン
ト
し
、

缶
の
中
に
は
「
ふ
く
富
」
の
「
梅

の
香
ひ
じ
き
」が
２
点
。「
ふ
く
富
」

の
社
長
が
高
21
回
生
、
専
務
も
高

47
回
生
と
い
う
ご
縁
で
コ
ラ
ボ
が

実
現
し
ま
し
た
♪
ほ
か
ほ
か
の
白

米
を
炊
い
て
「
梅
の
香
ひ
じ
き
」

を
召
し
上
が
っ
た
後
は
、
高
校
時

代
の
思
い
出
を
し
ま
う
ボ
ッ
ク
ス

と
し
て
、缶
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

お
気
に
入
り
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
前
掛
け
」
＝
写

真
②
。
男
女
問
わ
ず
に
使
え
る

ア
イ
テ
ム
で
す
。
我
が
校
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
「
筑
高
体
操
」
が
ア

イ
コ
ン
と
な
っ

て
ポ
ケ
ッ
ト
に

シ
ル
ク
印
刷
さ

れ
て
お
り
、
校

章
も
さ
り
げ
な

く
入
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
卒
業

式
後
に
先
行
販
売
を
実
施
し
た
の

で
す
が
、
お
買
い
上
げ
く
だ
さ
っ

た
方
々
か
ら
は
「
と
て
も
か
わ
い

い
！
」
と
評
判
で
し
た
。
母
校
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
に
、
前
掛
け

が
あ
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
珍

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
窓
会
会
場
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

で
販
売
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

①
ガ
オ
カ
ン

②
前
掛
け
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こ
の
春
の
人
事
異
動
で
、
管
理
職
で
は
河
村
泉
教
頭
が
新
宮
高
校

に
異
動
し
、太
宰
府
高
校
よ
り
池
田
悦
子
教
頭
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
異
動
（
本
校
卒
業
生
）
は
次
の
通
り
。

学

校

人

事

変
化
と
創
造渡

邊

啓
明

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
ゆ
み

子
会
長
を
は

じ
め
筑
紫
丘

高
校
同
窓
会

の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
校
の
教

育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
校
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
校
発

展
の
た
め
、
ま
た
百
周
年
に
向
け

て
一
所
懸
命
に
務
め
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

校
舎
改
築
も
着
々
と
進
ん
で
お

り
、
１
月
に
は
南
棟
の
使
用
を
開

始
し
て
生
徒
た
ち
は
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
棟
の

建
築
準
備
の
た
め
駐
輪
場
の
解
体

が
終
了
し
、
次
は
理
数
科
棟
の
解

体
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
ま
だ
ま

だ
創
立
百
周
年
に
向
け
て
工
事
が

続
い
て
い
き
ま
す
。

４
月
９
日
に
は
盛
大
に
厳
か
に

無
事
入
学
式
を
終
え
て
、
新
た
に

４
４
０
人
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
入
学
式
で
は

三
つ
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
一

つ
目
は
「
希
望
」
す
な
わ
ち
「
熱

い
思
い
」
を
持
っ
て
欲
し
い
こ

と
。
二
つ
目
は
、
ど
ん
な
に
才
能

が
あ
っ
て
も
努
力
し
な
け
れ
ば
光

ら
な
い
と
い
う
こ
と
。三
つ
目
は
、

人
生
を
決
め
る
の
は
自
分
の
心
の

持
ち
様
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の

三
つ
の
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
、
高

教
諭

英
語

坂
口

奈
身
子（
高
44
）

こ
の
度
、

家
族
の
介
護

等
の
為
に
退

職
い
た
し
ま

し
た
が
、
27
年
間
の
教
員
生
活
の

最
後
を
母
校
で
、
そ
れ
も
新
旧
両

方
の
校
舎
で
授
業
を
し
て
締
め
く

く
れ
た
こ
と
は
幸
せ
で
し
た
。
生

徒
の
時
は
校
歌
最
後
の
「
日
本
創

造
」
が
大
げ
さ
に
感
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
教
員
の
立
場

で
生
徒
達
と
接
し
て
い
る
と
、
筑

高
生
は
日
本
を
動
か
す
可
能
性
を

も
っ
て
い
る
の
だ
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
現
に
多
く
の
同
窓
生
が
国

内
外
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
多
く
の
筑
高
生
が
世
に
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
と
は
大
き
な
楽

し
み
で
す
。
同
窓
生
の
一
人
と
し

て
、
筑
紫
丘
高
校
を
い
つ
ま
で
も

応
援
し
て
い
ま
す
。

転
出
あ
い
さ
つ

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
く
だ

さ
い
、
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
同
様
、
生
徒
諸
君
に

は
旧
校
舎
を
大
切
に
使
用
し
な
が

ら
、
新
校
舎
へ
と
学
校
生
活
の
場

を
移
す
こ
と
で
、
歴
史
と
伝
統
を

感
じ
、
変
化
す
る
校
舎
に
接
し
な

が
ら
、
未
来
の
夢
を
叶
え
る
た
め

に
自
ら
を
磨
い
て
、
成
長
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
の
た
め

の
更
な
る
環
境
整
備
を
同
窓
会
の

皆
様
と
と
も
に
行
い
、
筑
高
の
教

育
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
職
員
一
同
、
生
徒

に
寄
り
添
い
、
全
力
で
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

教
諭

数
学
科秋

山

晋
一（
高
4９
）

　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
度
、

修
猷
館
高
校

か
ら
着
任
し

ま
し
た
。
と

い
い
ま
し
て
も
、
４
年
前
に
こ
ち

ら
を
離
任
し
た
ば
か
り
な
の
で
着

任
と
い
う
よ
り
、
復
帰
と
い
う
言

葉
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
校
舎
改
築
な
ど
、
学

校
が
よ
り
一
層
盛
り
上
が
る

１
０
０
周
年
の
節
目
を
前
に
し
て

再
び
、
母
校
の
教
壇
に
立
つ
こ
と

が
で
き
、大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
の
４
年
間
、
外
に
出
て
客
観
的

に
筑
紫
丘
を
見
る
と
い
う
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

筑
紫
丘
が
誇
る
人
材
の
育
成
に
尽

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇　
　
　

◇

教
諭

理
科（
物
理
）

瀧
口　
　

嶺（
高
61
）

本
年
度
、

新
規
採
用
教

員
と
し
て
着

任
し
ま
し

た
。
学
生
の
頃
は
数
学
教
諭
を
目

指
し
て
学
び
舎
を
卒
業
し
、
教
育

実
習
で
戻
っ
て
き
た
際
に
は
化
学

教
諭
と
し
て
の
ご
教
授
を
い
た
だ

き
、
３
度
目
と
な
る
こ
の
度
は
物

理
の
教
員
と
し
て
戻
っ
て
く
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
す
ご
く
遠
回

り
を
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
母
校
で
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
教
員
と
し
て
筑
高
に
戻
っ
て

き
た
か
ら
に
は
、
学
業
や
学
校
行

事
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

全
力
で
取
り
組
み
、
次
世
代
を
担

う
筑
高
生
の
成
長
に
寄
与
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇　
　
　

◇

事
務
室

主
任
主
事

荒
巻

麻
衣
子（
高
57
）

本
年
度
、

城
南
高
校
か

ら
着
任
い
た

し
ま
し
た
。

在
学
当
時
は
、
ま
さ
か
自
分
の
母

校
で
働
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

職
員
の
一
人
と
し
て
働
く
母
校
は

毎
日
が
新
鮮
で
す
。
新
し
く
な
っ

た
美
し
い
校
舎
に
驚
き
、
変
わ
ら

ぬ
校
舎
や
講
堂
を
見
て
は
昔
を
懐

か
し
み
、
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を

し
て
く
れ
る
生
徒
達
に
誇
ら
し
い

気
持
ち
に
な
り
、
本
当
に
筑
高
で

働
き
始
め
た
ん
だ
な
と
よ
う
や
く

実
感
し
始
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
素
敵
な
母
校
で
働
け
る

の
も
何
か
の
ご
縁
と
思
い
ま
す
の

で
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
力

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

令和５年度　同窓会費収支決算報告書
１．収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明

前 年 度 繰 越 金 1,917,887 1,917,887 0

会               費 14,850,000 14,910,300 60,300 会費@700×延べ15,168名､ 入会金@10,000×422名
年     会     費 400,000 891,000 年会費@2,000×427名
奨     励     金 600,000 841,500 241,500 登録奨励金

雑 　 収 　 入 50,000 284,300 234,300

繰     入     金 2,100,000 0 -2,100,000

計 19,917,887 18,844,987 -1,072,900

２．支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明

総 　 務 　 費 6,100,000 6,378,941 278,941
事 　 業 　 費 7,450,000 7,486,300 36,300
積 　 立 　 金 2,200,000 3,000,000 800,000
予     備     費 200,000 0 -200,000

小　計 15,950,000 16,865,241 915,241
次 期 繰 越 金 3,967,887 1,979,746 -1,988,141

計 19,917,887 18,844,987 -1,072,900
残高1,979,746円は令和６年度会計への繰越金として､ 福岡銀行大橋支店及びゆうちょ銀行へ預金中

令和５年度　同窓会積立金収支決算報告書
１．収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説　　　明

繰 越 積 立 金 42,675,923 42,675,923 0
繰 　 入 　 金 2,200,000 3,000,000 800,000 同窓会会計から受け入れ
雑 　 収 　 入 460 23,475 23,015 寄付金､ 預金利息

計 44,876,383 45,699,398 823,015

２．支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 予　算　額 決 算 額 差引増減額 説　　　明

設     備     費 2,100,000 2,297,990 197,990 HPリニューアル及びQR受付システム一式/機材一式
渉     外     費 0 15,000,000 15,000,000 100周年記念事業合同実行委員会委員会へ拠出
次 期 繰 越 金 42,776,383 28,401,408 -14,374,975

計 44,876,383 45,699,398 823,015

残高28,401,408円は福岡銀行大橋支店に令和５年度積立金として預金中

令和５年度　教育支援基金収支決算報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 予算額 決算額 比較増減額 説      明

繰越教育支援基金 8,333,853 8,333,853 0
雑     収     入 0 70 70 預金利息

計 8,333,853 8,333,923 70
残高8,333,923円はゆうちょ銀行（取扱店：福岡南郵便局）に令和５年度繰越金として預金中

令和５年度　 ㈶筑紫丘高校同窓会奨学財団決算報告書
１．収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

科　目 第２事業年度 第１事業年度 比較増減額 説　　　明

受 取 寄 附 金 等 5,119,222 23,145,403 -18,026,181
雑 　 収 　 入 21,180 124 21,056

計 5,140,402 23,145,527 -18,005,125

２．支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）
科　目 第２事業年度 第１事業年度 比較増減額 説　　　明

進学支援助成費 3,500,000 3,200,000 300,000
その他経常費用 2,316,298 2,609,759 -293,461

小　計 5,816,298 5,809,759 6,539
一 般 正 味 財
産 期 末 残 高 17,632,040 18,307,936 -675,896

指 定 正 味 財
産 期 末 残 高 3,000,000 3,000,000 0

正味財産期末残高 20,632,040 21,307,936 -675,896
残高20,632,040円は令和５年度会計への繰越金として､ 福岡銀行大橋支店及びゆうちょ銀行へ預金中

令和６年度教職員の異動一覧
転  入

役職教科等 氏　名 卒業回 前　　任
教　頭  池田  悦子 太宰府高

教諭･数学 秋山  晋一 高49 修猷館高
教諭･物理 瀧口　  嶺 高61 新規採用

事務室 荒巻麻衣子 高57 城南高
転  出  

教諭･英語 坂口奈身子 高44 退職

 お振込先
福岡銀行（0177）
大橋支店（273）
普通預金口座　3108217
口座名義「筑高100年募金」チッコウヒャ

クネンボキン
────────────────
西日本シティ銀行（0190）
大橋駅前支店（735）
普通預金口座　3301906

口座名義「筑高100年募金」チッコウヒャ
クネンボキン

────────────────
ゆうちょ銀行（9900）
一七九支店（179）
口座番号　0173994
口座記号番号　01790-1-173994

お振込みの際は卒業回とお名前の記載を
お願いいたします

福岡県立筑紫丘高等学校
創立100周年記念事業募金のお願い

校
長
あ
い
さ
つ

着
任
あ
い
さ
つ
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寄
稿
の
依
頼
が
来

た
。
な
ぜ
私
？

と

思
わ
な
い
で
も
無
い

が
、
折
角
の
機
会
、

つ
れ
づ
れ
に
。

昨
年
の
今
頃
（
卯

月
穀
雨
の
頃
）
は
６

月
の
福
岡
総
会
懇
親

会
を
目
前
に
準
備
で
大
忙
し
だ
っ

た
。
お
陰
様
で
参
加
の
皆
様
か
ら

「
楽
し
か
っ
た
！
」「
よ
か
っ
た

よ
！
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
っ
た
か

と
思
う
が
有
難
い
。改
め
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
明
け
か
ら
新
校
舎
の
供
用
開

始
。
普
通
教
室
の
他
、
家
庭
科

用
（
？
）
に
和
室
も
あ
る
よ
う

だ
。
昨
年
の
翔
丘
祭
で
の
当
番
回

生
に
よ
る
物
販
時
、
ち
ょ
っ
と
サ

ボ
っ
て
茶
道
部
の
呈
茶
席
に
入
っ

た
。
初
め
て
入
っ
た
理
科
棟
の
和

室
。ち
ゃ
ん
と
炉
を
切
っ
て
あ
る
。

知
ら
な
か
っ
た
。
不
純
な
動
機
で

茶
道
を
始
め
て
足
掛
け
15
年
、
同

窓
同
門
の
諸
先
輩
と
も
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
た
。
下
手
な
字
を
ど

う
に
か
す
べ
く
書
道
も
始
め
た
。

趣
味
は
大
事
だ
な
と
最
近
殊
に
思

う
。
自
分
が
没
頭
出
来
る
コ
ト･

モ
ノ
に
い
つ
出
会
え
る
か
は
人
そ

れ
ぞ
れ
。
在
校
生
に
は
勉
強
だ
け

で
な
く
様
々
な
経
験
、
体
験
を
し

て
没
頭
出
来
る
コ
ト･

モ
ノ
を
見

つ
け
て
頂
き
た
い
。

１
０
０
周
年
に
む
け
て
動
き
出

し
て
い
る
。
今
年
の
当
番
回
も
寄

付
道
グ
ッ
ズ
を
つ
く
る
と
の
ウ
ワ

サ
。
と
に
か
く
「
寄
付
道
」。

本
稿
が
皆
様
の
目
に
触
れ
る
の

は
６
月
の
福
岡
総
会
懇
親
会
の

頃
、
47
回
生
の
頑
張
り
で
盛
会
で

あ
ろ
う
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

力
安

拓
（
高
46
）

宴座

丘
で
学
ん
だ

C
h
ik
u
s
h
ig
a
o
k
a
 S
to
rie
s

⑧

私
は
、
本
年
３
月

末
を
も
っ
て
65
歳
で

定
年
退
職
し
ま
し

た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
筑
紫
丘
高
校
会

報
へ
の
執
筆
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
と
て
も
光
栄
に

思
い
ま
す
。

私
は
、
１
９
５
８
年
に
筑
高
近

く
の
野
多
目
に
あ
る
九
州
が
ん
セ

ン
タ
ー
（
当
時
の
国
立
筑
紫
病

院
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
九
州
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
た
後
、
外
科

医・が
ん
研
究
者
の
道
を
志
し
て
、

１
９
９
７
年
に
九
州
で
唯
一
の
が

ん
専
門
の
診
療
研
究
施
設
で
あ
る

九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
、

そ
こ
で
院
長
と
し
て
定
年
を
迎
え

た
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
丘
で
学

ん
だ
」
こ
と
で
今
に
な
っ
て
感
じ

る
、
筑
高
生
と
し
て
の
誇
り
や
感

謝
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

筑
高
卒
業
後
は
、
外
科
修
練
や

が
ん
研
究
に
没
頭
し
て
筑
高
と
は

や
や
疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
１
９
年
の
開
校
記
念
式

典
で
講
演
を
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
の
時
代
に
は
な

か
っ
た
立
派
な
講
堂
で
、
全
校
生

徒
と
O
Ｂ
／
O
Ｇ
の
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
感
激
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
医
学
部
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
、
外
科
医
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
院

長
と
し
て
の
が
ん
医
療
の
発
展
へ

の
想
い
等
を
伝
え
ま
し
た
。一
方
、

外
科
医
を
目
指
し
な
が
ら
、
途
中

で
臨
床
を
離
れ
て
10
年
以
上
が
ん

の
基
礎
医
学
研
究
に
没
頭
し
、
米

国
留
学
し
た
経
験
を
通
じ
て
感
じ

た
こ
と
も
お
話
し
し
ま
し
た
。
医

学
の
狭
い
範
囲
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
や
り
た

い
こ
と
に
邁
進
す
る
時
期
が
あ
っ

て
も
い
い
、
何
も
焦
る
必
要
は
な

い
こ
と
を
感
じ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
と
思
い
ま
す
。

筑
高
時
代
は
、
な
ん
と
３
年
連

続
男
子
ク
ラ
ス
（
今
も
あ
る
？
）

で
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

た
だ
、
何
故
だ
か
３
年
時
の
運
動

会
で
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
っ
て
、
男

女
ク
ラ
ス
と
も
一
緒
に
活
動
し
ま

し
た
。
そ
の
時
の
同
級
生
た
ち
と

は
、
今
で
も
親
し
く

お
付
き
合
い
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
九

州
が
ん
セ
ン
タ
ー

院
長
就
任
時
に
は
、

多
く
の
同
級
生
が

お
祝
い
の
会
を
し

て
く
れ
て
感
激
で

し
た
。
そ
の
時
の
写

真
は
今
で
も
私
の

部
屋
に
飾
っ
て
あ

り
ま
す
。

２
０
２
１
年
か

ら
は
、
筑
紫
丘
高
校
同
窓
会
奨
学

財
団
（
理
事
長
・
森
田
一
義
先

輩
）
の
理
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
家
庭
の
事
情
で
学
習

機
会
や
進
路
決
定
に
困
難
を
抱
え

る
生
徒
が
沢
山
い
る
こ
と
は
、
私

の
筑
高
時
代
に
は
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
で
し
た
（
知
ら
な
か
っ
た

だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。
少
し

で
も
後
輩
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て

る
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
え
た
こ
と
を

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
活
動
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
厚
生
労
働
省
の
が
ん
施

策
に
深
く
関
わ
り
、
国
が
決
め
る

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定

や
そ
の
評
価
指
標
策
定
等
の
多
分

野
で
責
任
者
を
し
て
い
ま
す
。
九

州
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
定
年
退
職

し
、
こ
れ
か
ら
は
長
年
に
わ
た
る

病
院
管
理
者
や
が
ん
施
策
関
連
の

立
場
を
離
れ
て
、
一
医
師
と
し
て

が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
、
地
方
の
病

院
（
遠
賀
中
間
医
師
会
お
ん
が
病

院
）
で
の
勤
務
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

そ
の
希
望
を
叶
え
る
チ
ャ
ン
ス

を
く
れ
た
の
も
筑
高
O
Ｂ
で
九
州

大
学
で
の
外
科
の
恩
師
で
あ
る
杉

町
圭
蔵
先
生
で
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
筑
高
と
私
の
関
わ
り
は
、
今

に
な
っ
て
ま
す
ま
す
大
き
な
人
生

の
宝
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
丘
で

学
ん
だ
」
こ
と
に
誇
り
と
感
謝
の

念
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
人

の
筑
高
同
窓
生
と
し
て
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
今
に
な
っ
て
感
じ
る

　
　
筑
高
生
で
あ
る
こ
と
の

誇
り
と
感
謝
」

初代院長・入江英雄氏の書と写る藤さん
「病む人の気持を」は同病院の理念でもある

令和５年度同窓会活動記録（本部･委員会･学校）

本校同窓会奨学財団理事長の森田一義
（タモリ）さん（高16）が、所有していたヨッ
トレース「タモリカップ」の優勝トロフィーを
オークション（競売）にかけて売却、益金を

奨学財団に寄付した。オークションは昨年11月に一般参加方式で行われ、本校卒業
生の吉村洋一さん（高38）が300万円で落札、吉村さんは「OBによる在校生支援
の象徴になれば」とトロフィーを本校に無償貸与した。
　トロフィーは、2019年に予定されたタモリカップ東北大会のために、彫刻家で森田
さんの同級生の望月菊磨さん（高16）が制作した。しかし、同大会は日程の都合な
どで中止となり、タモリカップもその後幕を閉じたため、「幻のトロフィー」となっていた。
　森田さんは2021年４月、設立された奨学財団の理事長に就任、加えて2027年の
創立100周年記念事業実行委員会の会長にも就任し、各方面の同窓生に「寄付」の
協力を呼び掛けている。今回はまず、自ら率先して「範」を示し、その期待に後輩の
一人が見事に応えた。
　今年４月19日、本校でトロフィーの貸与式が行われ、森田さんと落札者の吉村さ
んが顔を合わせた。
　吉村さんは、昨年の東京での同窓会で、本校副校長（当時）で同級生の宮本智朗
さん（高38）から、トロフィーのオークションの話を聞き、「自分が落札して、筑高に
飾ってみせる」と約束した裏話を披露。森田さんは「トロフィーは、海の中から生命
が湧き出て来るような感じで、望月君に依頼したトロフィーの中でも一番の出来。オー
クションをオープン形式にしたので不安だったが、吉村さんに落札してもらえてよかっ
た」と笑顔をみせた。
　OB３人の手を経て筑高に貸与されたトロフィーは、本館玄関に飾られた。

「幻のトロフィー」筑高へ 

競売で吉村さん（高38）落札
益金３００万円　奨学財団通じて生徒支援

森田さんから吉村さんに渡されるトロフィー

森田さん（高16）提供

実施日 会合・行事等 備　考
2023/4/3 同窓会三役挨拶 学校長、管理職へ挨拶
2023/4/3、4/26、
5/29、6/3、7/3、
8/7、9/4、10/2、
11/6、12/4
2024/1/10、2/5、
3/4

役員会 同窓会事務局会議室

2023/4/7 入学式 78回生/440名入学
2023/4/10、6/12、
7/12、8/16、9/11、
10/9、11/13、
2024/2/12、3/18

広報委員会 Zoom

2023/4/11 会計監査 同窓会事務局会議室
2023/4/13、5/18、
6/8、7/13、8/10、
9/14、10/19、
11/9、12/14
2024/1/16、3/10

交流委員会 同窓会事務局会議室

2023/4/13、
7/5、8/23、10/4、
11/22

研鑽委員会 同窓会事務局会議室

2023/4/20、
10/14、
2024/2/17

学びの会 同窓会事務局会議室お
よびオンライン

2023/4/21、
11/20、
2024/2/17、3/17

会報委員会 同窓会事務局会議室

2023/4/15 くおた会（高25） 八仙閣
2023/4/24 支援委員会 Zoom
2023/4/24 定時制部総会 大東園
2023/4/24 高14学年同窓会 西鉄グランドホテル
2023/4/24 監査 同窓会事務局会議室
2023/5/10 第１回常任幹事会 高校視聴覚室
2023/5/12、13 翔丘祭 学校
2023/5/18 二八回
2023/5/19 大分支部総会 六根
2023/6/3 高34学年同窓会 魚一番博多
2023/6/3 支部長連絡会 福岡国際会議場
2023/6/3 奨学財団理事会 福岡国際会議場
2023/6/3 定期総会 福岡国際会議場

2023/6/3 創立100周年事業
実行委員会 福岡国際会議場

2023/6/3 丘仁会 キャバーンビートクラブ
2023/6/10 社会人講演会 福岡国際会議場
2023/6/10 野球部OB会 宝船
2023/6/29 奨学財団評議員会 同窓会事務局会議室

実施日 会合・行事等 備　考
2023/7/14 高４学年同窓会 KKRホテル博多
2023/7/23 高18学年同窓会 福新楼
2023/8/2、3、4 東京･関西研修
2023/8/11 高20学年同窓会 八仙閣
2023/9/9 大運動会 学校

2023/10/17 北九州支部ゴル
フコンペ 門司ゴルフ倶楽部

2023/10/19 筑高ゴルフコンペ 筑紫ヶ丘ゴルフクラブ
2023/10/21 関西支部総会 新阪急ホテル
2023/10/25 臨時常任幹事会 高校視聴覚室
2023/10/26 高17学年同窓会 ホテル日航福岡

2023/10/27 高７学年同窓会
高23学年同窓会

木曽路アイリッシュパ
ブCELTS

2023/11/8 高21学年同窓会 髙宮庭園 茶寮
2023/11/10 丘上会 木曽路
2023/11/11 首都圏総会 浅草花劇場
2023/11/15、
2024/2/26 役員選考委員会 同窓会事務局会議室

2023/11/18 北九州支部総会 小倉飯店
2023/11/25 丘一二会
2023/12/9 高29学年同窓会 東映ホテル福岡

2023/12/29 高41学年同窓会
高63学年同窓会

オリエンタルホテル福岡
アルマリアン福岡

2023/12/30

高36学年同窓会
高47学年同窓会
高48学年同窓会
高61学年同窓会

JR九州ホテルブラッサム
コーデュロイカフェ大名
コーデュロイカフェ大名
サルバトーレCUOMO
市場

2024/1/3 筑吹会 一品香
2024/1/17 奨学財団理事会 同窓会事務局会議室

2024/1/20 第２回常任幹事会
新春の集い

アークホテルロイヤル
福岡天神

2024/1/27 熊本支部総会 那由多
2024/1/28 筑吹会・東京支部 青山ロイヤルガーデン

2024/1/30 大野城市役所同
窓会 花むら

2024/2/29 同窓会入会式
奨学金授与式 76回/卒業生数（421名）

2024/3/1 卒業式 学校

2024/3/2 第２回GAOKA
オープン 小郡カンツリー倶楽部

2024/3/13 奨学財団理事会 同窓会事務局会議室
2024/３/18 第３回常任幹事会 高校視聴覚室

2024/３/22 北九州支部ゴル
フコンペ 門司ゴルフ倶楽部

前 九州がんセンター院長

藤　也寸志（高29）




